
【教科全体の状況】 　　　　【児童質問紙調査】

【児童質問紙調査】 【学校質問紙調査】

【分析】
○ ○

○

○

○

○

【更別村の学力向上策】

◎

◎

◎

◎

教職員の実践的指導力向上のための指導主事訪問による校内研修の充実

学びの連続性を確保するため、小中連携、一貫教育の推進

全国学力・学習状況調査等の結果を踏まえた学校改善プランの充実

分析結果・授業改善の方策等を広報を通じて全村民に周知することによる、学校における指導の充実や児童の学習状況
の改善促進、家庭地域の教育力の向上の推進充実

教科

国語Ａ・Ｂの全ての領域、算数Ａ「数と計算」「図形」
「数量関係」、算数Ｂ「量と測定」「図形」「数量関係」、
理科「物質」「エネルギー」「生命」が、全国平均を上
回っている。

各学校で、発言や活動の時間を確保し
て授業を進めることについて、全校的
な取組を進めた結果、話し合う活動を
通じて、自分の考えを深めたり、広げ
たりしている児童や、国語の授業で意
見を発表するとき、うまく伝わるように
話の組み立てを工夫する児童が増え
た。また、家で、学校の宿題をする児
童が増加し、特に、国語Ａ・Ｂ、算数Ｂ
の力が付いてきていると考えられる。

児童質問紙

国語の授業で意見などを発表するとき、うまく伝わる
ように話の組み立てを工夫している児童の割合が、
全国及び全道を上回っている。

学校質問紙
全ての学校が、発言や活動の時間を確保して授業を
進めることを「よく行った」と回答している。

家で、学校の宿題をしている児童の割合が、全国及
び全道を上回っている。

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考
えを深めたり、広げたりしている児童の割合が、全国
及び全道を上回っている。

■　更別村内小学校の状況及び学力向上策（学校数：2校、児童数：26名）

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）
　教科の領域別に全国を１００とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで示したもの
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【教科全体の状況】 　　　　【生徒質問紙調査】

【生徒質問紙調査】 【学校質問紙調査】

【分析】
○ ○

○

○

○

○

【更別村の学力向上策】
◎

◎

◎

◎

教職員の実践的指導力向上のための指導主事訪問による校内研修の充実

学びの連続性を確保するため、小中連携、一貫教育の推進

全国学力・学習状況調査等の結果を踏まえた学校改善プランの充実

分析結果・授業改善の方策等を広報を通じて全村民に周知することによる、学校における指導の充実や生徒の学習状況
の改善促進、家庭地域の教育力の向上の推進充実

教科

国語Ａ・Bの全ての領域、数学Ａ・Bの全ての領域、理
科「物理的領域」「科学的領域」「生物的領域」が、全
国平均を上回っている。

言語活動について、国語科だけではな
く、各教科、道徳、総合的な学習の時
間及び特別活動を通じて、学校全体と
して取組を進めた結果、「総合的な学
習の時間」において、自分で課題を立
てて情報を集め整理して、調べたこと
を発表する生徒が増えた。また、国語
の授業においても自分の考えを書くと
き、考えの理由が分かるように気を付
けて書く生徒や数学の授業は公式や
きまりを習うとき、その根拠を理解する
ようにしたりしている生徒が増加し、特
に、国語Ａ・B、数学A・Bの力が付いて
きていると考えられる。

生徒質問紙

「総合的な学習の時間」では、自分で課題を立てて情
報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習
活動に取り組む生徒の割合が、全国及び全道を上
回っている。

学校質問紙
言語活動について、国語科だけではなく、各教科、道
徳、総合的な学習の時間及び特別活動を通じ、学校
全体としての取組を「よく行った」と回答している。

国語の授業で自分の考えを書くとき、考えの理由が
分かるように気を付けて書いている生徒の割合が、
全国及び全道を上回っている。

数学の授業で公式やきまりを習うとき、その根拠を理
解するようにしている生徒の割合が、全国及び全道を
上回っている。

■　更別村内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1校、生徒数：32名）

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）
　教科の領域別に全国を１００とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで示したもの
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